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Dimensions and ideal boundaries for CAT(0)





























Chapter 3　Parabolic isometries and CAT(0) dimension
Chapter 4　CAT(0) spaces associated with Coxeter groups and their ideal boundaries
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論文審査の結果の要旨
本論文は､ CAT(0)空間への群の等長的作用および群のgi血についての研究をまとめたものである･
CAT(0)空間とは非正曲率の距離空間のことであり､アダマール多様体(非正曲率をもつ単連結完備リー
マン多様体)の一般化である｡ Coxeter復体やユークリッド的ビルディングなど､多様体ではないような
典型例が数多く知られているが､多くの重要な例では､自然に等長的な群作用がある｡ CAT(0)空間は可
綿であることから､群がCAT(0)空間-ある自然な条件をもって作用したとき､そのCAT(0)空間は群の
ェィレンバーグ･マクレーン空間となる｡以上により､ CAT(0)空間は幾何学的群論の立場から重要な研
究対象である｡
群Gが与えられたとき､ Gが等長変換によって真性不連続に作用するCAT(0)空間全てを考え､その被
覆次元の最小値を､ GのCAT(0)次元というoまた､ Gが自由かつ真性不連続に作用する可縮なCW複体
全てを考え､その次元の最小値を､ Gの幾何学的次元という｡これらは群の素朴な不変量を与えているo
群Gがねじれをもたないと仮定する｡このとき､ GのCAT(0)次元は幾何学的次元以上となるoここで､
この2つの次元の差がゼロでなくかつ有限になるような群の例はあるか?という問題を考えるo Brady-
CrispとBridsonは作用がセミシンプルという仮定の下でそのような例を見付けた｡本論文では､その替わ
りに､ CAT(0)空間がプロパー(有界閉集合がコンパクト)という仮定の下で, CAT(0)次元と幾何学的次
元の差が1である群の例を構成した｡これは著者および藤原(副査)､塩谷(主査)との共同研究をまと
めたものである｡この研究は､今まであまり研究されていなかったパラポリックな等長変換を詳しく考察･
解析することによって可能となった｡
D,anislmik｡Vは､ある一つのCoxeter群が2つのCAT(0)空間に幾何学的に作用しているとき､それら
の理想境界は同相であろうという予想を建てた｡この予想は､もしそれらのCAT(0)空間がGromovの意
味で双曲的ならば正しいことが知られている〇本論文では,この双曲的な場合と同様の方法では､一般に
はDranislmikovの予想は証明できない反例を構成した.
また､本論文では次の定理を証明した｡ convergence群Gの有限生成部分群Hが与えられたとする｡も
しHが巡回群を有限指数部分群として含まず､かつHの極限点が2点以上ならば､ Hのgirthが無限大で
ある｡ここで､群のgirthとは､そのケーリーグラフのループの長さの最小値として定義する｡これは
Akhmed｡Vの双曲群のときの結果の一般化となっている｡また,幾何学的群論における一つの重要な研究
対象として写像類群があるが､これは双曲群ではなく,かつ先の仮定をみたす興味深い例となっているo
っまり､上記の定理から写像頬群のgi血が無限大であることが従う｡
以上の成果は専門的に価値の高いものであり､著者が自立して研究活動を行うに必要な高度な研究能力
と学識を備えていることを示している｡よって､山形沙恵子提出の論文は博士(理学)の学位論文として
合格と認める｡
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